
中野市の2050年までの人口推計

　・合計特殊出生率（※１）……上昇して推移すると仮定。

　・社会動態（※２）……±０で推移すると仮定。（2030年までは社人研（※３）推計の純異動率を適用）

　　　※１　15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの。

　　　※２　転入数－転出数＋その他増減（職権による記載・消除数）。

　　　※３　「国立社会保障・人口問題研究所」の略称。社会保障、人口問題に関する研究を行う機関。

１　目標人口のベースとなる推計条件

年 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

合計特殊出生率 - 1.30 1.40 1.50 1.60 1.70 1.80

社会動態 - - ±０ ±０ ±０ ±０ ±０

２　グラフの数値

年 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

 　　　 前回目標人口のベースとなる推計値 42,123 40,281 38,430 37,233 36,001 34,799 -

 　　　目標人口のベースとなる推計値 42,338 40,422 38,377 36,509 34,600 32,647 30,750

 　　　社人研推計値 42,338 40,488 38,454 36,352 34,149 31,850 29,508

 　　　前回社人研推計値 41,930 39,814 37,637 35,395 33,022 30,608 -

３　第３次総合計画　基本構想目標人口（2033年度） 37,500 人以上

【根拠】 ・2030➡2035の減少数　（Ａ） 1,868人

・（Ａ）÷５年＝ 373.6 /年　減少

・2033年 37,256.2 ＝ 37,500人
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中野市の出生数と合計特殊出生率の推移

※R6出生数のみ
未確定値

中野市の自然動態と社会動態の推移
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